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調査の方法全調査区の表土及び撹乱土は重機

(パックフォー)を用いて除去した。パックフォー

のパケットは平爪を用いて掘削し、排土処理には

クローラーダンプを使用した。表土下は包含層で

あり、この上面まで重機による掘削を行った。

包含層掘削・遺構検出・遺構掘削 包合層は鋤

簾を用いて掘削した。包含層は黒褐色土層で、遺

構検出は黄褐色土層上面であり、検出作業は比較

的容易であった。竪穴建物等の遺構の調査にはセ

クションベルトを設定し、埋土の把握につとめた。

残存状況の良好な建物には土層断面図を作成した。

カマドの検出にはサブトレンチを設定し、カマド

の把握につとめた。遺構内の主な出土遺物は出土

状況図を作成し、番号を付け、取り上げた。

記録作成遺構の全体図は1/100とし、個々の遺

構図については1/20の図面を作成した。この図面

の作成は鞠イビソク及び鮒アジア航測に委託した。

これ以外の遺物出土状況図や断面図等は委託によ

らず、調査員の指導により現地作業員が作成した。

遺構撮影はラジコンヘリとローリングタワーを用

いて区ごとに撮影した。 35mrnカラーネガは作業工

程記録用で、遺構撮影には中型カメラを用い、カ

ラーリバーサル及び、モノクロフィルムを使用した。

なお、現地調査と併行して出土遺物の洗浄作業、

注記作業等の基礎整理作業を現地事務所にてすす

めた。

資料整理作業資料整理作業は当研究所本部

(静岡市駿河区谷田)にて土器の接合作業や金属製

品の汚れや錆落としといった 1次処理作業をすす

め、順次、遺物の実測作業、写真撮影作業を実施

した。さらに報告書刊行に向けて遺構図面の整理

作業を行い、版下・トレース作業・原稿執筆作業を

すすめた。こうして報告書に掲載された遺物は挿

重機掘削作業

遺構掘削作業

土器実測作業

図番号順に収納し、そのほかの図面資料や写真資料は必要に応じて検索できるように収納台帳を作成した。

表2 寓裏・高根森遺跡の工程表

4 

遺跡・区 平成14年度

宮裏4区

宮裏5区

宮裏6区

高根森 1区

高根森2区

高根森3区

平成15年度

ー.....確認調査

平成16年度 平成17年度

一一一一一本調査 一一一一資料整理
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第2節歴史的環境

宮裏II遺跡・高根森遺跡・高根森古墳群が所在する牧ノ原台地には旧石器時代から多くの遺跡が分布

する。旧石器時代の遺跡数は少ないものの、小屋原遺跡・屋敷原遺跡・吹木原遺跡などで人為活動の痕

跡を知ることができる。近年の調査では青木原遺跡、宮裏遺跡、ミョウガ原遺跡においてナイフ形石器

が発見されており、これらの資料の増加に伴い、台地東縁部の旧石器時代の遺跡の存在に関心が払われ

るようになってきている。

縄文時代になると遺跡数は増加する。特に台地東縁部の調査例がすすんで、おり、そのほとんどが縄文

時代中期の遺跡である。多角形住居が発見された東鎌塚原遺跡がその代表例である。また、中原遺跡で

草創期の土器片、御小屋原遺跡で、有舌尖頭器、青木原遺跡で尖頭器が出土している。縄文時代早期では

島田市大鳥遺跡、屋敷原遺跡、吉峠遺跡、水掛渡D古墳群において竪穴住居がみつかっており、牧ノ原

台地上にも縄文時代草創期から早期の遺跡数が増加していることから、今後の調査に期待がかかる。

弥生時代の遺跡は縄文時代と比べると少ないものの、宮裏遺跡では中期の土器が出土している。その

他、五輪塔遺跡、地蔵原遺跡、松ノ木原遺跡、長軒屋遺跡が該期の遺跡として知られるが、その実態は

判然としない。榛原町の勝間田川下流域の沖積平野には西川遺跡・白髭遺跡などが存在し、弥生中期中

葉の嶺田式土器や後葉の白岩式土器、後期の菊川式土器が出土している。このように湯白川流域の低地

部にも弥生時代の遺跡が存在する可能性は否定できない。

古墳時代の遺跡は多くの古墳群に代表される。台地の最東北端に位置する湯日川沿いには谷口原古墳

群、高根森古墳群、水掛渡古墳群が分布し、坂口谷川流域には星久保古墳群などが挙げられる。近年の

調査により、古墳周辺にも小規模な集落が存在することがあきらかになりつつある。

谷口原古墳群は弁天支群と森下支群に分けられ、その中でも前方後円墳の愛宕塚古墳がある。両袖式

石室に組合式箱形石棺が内包されていたとされ、築造時期は6世紀中葉とされる。さらに谷口原古墳群

が事在する段丘面より 1段低い段丘面の南縁部には高根森古墳群が存在する。かつては8基穿在したと

いわれ、現在、確認できる古墳として 8号墳・ 6号墳がある。大正4年に 2号墳が調査され、出土遺物は東

京国立博物館に所蔵されている。金銅製頭椎大万、馬鐸、銅鏡、玉類及び須恵器類が多く出土している。

古墳時代の集落が確認されている遺跡は中原遺跡、青木原遺跡、宮上遺跡などで7世紀後半の竪穴建

物が見つかっており、これらの集落は古代まで継続して営まれる。古墳時代前期・中期の様相は判然と

しない。

律令期にはいると当地域は遠江国榛原郡に含まれる。『倭妙類緊紗』には榛原郡内に害在した 9つの郷

と騨家が記されている。遺跡としては青木原遺跡、宮上遺跡、中原遺跡、宮裏遺跡が挙げられる。この

6 

10cm 
'==='==孟

第4図高根森古墳群出土遺物

うち、青木原遺跡では円面硯、宮上遺跡では螺髪が出土している。こ

の周辺には『延喜式』で名大神に格付けされた敬満神社が鎮座してい

る。これらの集落遺跡群は初倉騨家に比定される地であり、螺髪の出

土から仏堂の存在や敬満神社からも有力階層の居住域であった可能性

が高い。

寺院跡と知られるのが竹林寺廃寺跡、玉屋敷寺院跡、堂ヶ谷廃寺で

ある。特に竹林寺廃寺は昭和50"-'54年にかけて調査が実施され、創建

年代が奈良時代初頭で平安時代中期に廃絶したと考えられる寺院伽藍

の存在が明らかになった。塔基壇や金堂・基壇・講堂基壇・掘立柱建

物、寺院地を示す外郭溝、竪穴建物が確認されている。周辺にはこの

寺院に瓦を供給した南原瓦窯、六千ヶ谷瓦窯等が存在する。
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平安時代後期に入ると旧金谷町を含めて質侶荘の領域となる。この荘園は11世紀初頭に遠江守大江公

資により開発され、私領化されることで成立したといわれる。湯日川上流は質侶荘、湯日川下流と坂口

谷川は初倉荘に比定されている。湯日川奥部には丸山古窯等の窯業遺跡の存在も知られ、湯日川の南側

の台地上ではミョウガ原遺跡が挙げられる。この遺跡は近年、当研究所によりすすめられ、古代末の集

落跡と祭記跡が検出されている。この一帯は質侶荘と初倉荘との境界付近にあたり、この集落の性格を

考える上で注目される。

表4 寓裏・高根森遺跡周辺の調査歴

遺跡名 調査原因 調査期間 調査主体 刊行年 備考

宮上・尼沢遺跡 県道島田吉田線改築 1989. 4~12 島田市教育委員会 1991報告
古墳後期~奈良の集落
『騨』墨書出土

宮上遺跡 茶樹改植 1994. 12~1995. 3 島岡市教育委員会 1999報告
古墳後期~中世の集落
螺髪出土

青木原遺跡 774支道改良 1995. 1O~ 1996. 1 島田市教育委員会 2000報告 奈良~中世の集落

中原・宮上遺跡 市道谷口原線改良 1993. 7~1994. 3 島田市教育委員会 2001報告 奈良~中世の集落

中原・宮裏遺跡 県道島田吉田線改築 1997.11~1999.11 (財)静岡県埋蔵文化財調査研究所 2002報告 古墳後期~中世の集落

谷口原古墳群 産廃処分場建設 2003. 4~5 島田市教育委員会 2004報告 横穴式石室 I基

宮裏H・高根森遺跡
県道島田吉田線改築 2003. 9 ~2005. 3 腕静岡県埋蔵文化財調査研究所 本書報告

古墳後期~中世の集落
高根森古墳群 石室墳2基

参考文献

井鍋誉之 2001 w勝田井ノ口遺跡』糊静岡県埋蔵文化財調査研究所

大谷宏治 2003 r大井川西岸域における横穴式石室の様相J W静岡県の横穴式石室』静岡県考古学会

勝又直人 2002 w中原・宮裏遺跡』側静岡県埋蔵文化財調査研究所

菊池吉修 2002 w星久保古墳群』制静岡県埋蔵文化財調査研究所

菊池吉修 2003 w静岡空港関連遺跡A・B・D地点』閑静岡県埋蔵文化財調査研究所

菊池吉修 2004 wミョウガ原遺跡』側静岡県埋蔵文化財調査研究所

斎藤 忠・平野吾郎・馬飼野行雄・渋谷昌彦 1980 w竹林寺廃寺』島田市教育委員会

静岡県 1992 w静岡県史資料編 3~ 考古三

坂巻隆一・朝比奈太郎 2000 W青木原遺跡』島田市教育委員会

篠ヶ谷路人・山本千秋 1997 W大鳥遺跡』島田市教育委員会

篠ヶ谷路人 2001 w中原・宮上遺跡』島田市教育委員会

篠ヶ谷路人・平松章子・池田 純・加藤佳奈子 2004 w谷口原古墳群』島田市教育委員会

渋谷昌彦・坂巻隆一・大田直樹・森永明美 1990 w宮上遺跡・尼沢遺跡』島田市教育委員会

渋谷昌彦・嶋野雄康・篠ヶ谷路人 1992 w屋敷原遺跡・御小屋原遺跡』島田市教育委員会

渋谷昌彦・嶋野雄康・篠ヶ谷路人 1992 w原ノ平遺跡』島田市教育委員会

島田市企画調整部 1983 Wしまだの自然環境』

島田市教育委員会 1996 w島田風土記ーふるさと初倉一』

嶋野雄康・篠ヶ谷路人・山本千秋 1999 W宮上遺跡』島田市教育委員会

中村 浩 1995 r静岡県島田市阪本町所在高根森古墳出土須恵器について」町ilUSEUM~ 535 東京国立博物館

原秀三郎 1986 r質侶荘に関する二、三の問題一関係文書の調査と立荘をめぐってーJ W静岡県史』創刊号静岡県

丸杉俊一郎 1997 W丸山古窯跡~ (財静岡県埋蔵文化財調査研究所

8 
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SB2 (第四図図版5)

SB2は短辺2.4m長辺2.8

mのやや長方形を皐した建

物である。溝により切られ

ているためカマドの位置は

不明である。壁溝は西辺の

一部と南東隅の一部で確認

された。主柱穴は4基確認

され、柱間間隔は1.4'"'-'1.8

mで、ある。遺物は床面上と

ピットの脇から出土してい

る。所属時期は 8世紀以降

である。

SB4 (第四国)

SB4は短辺2.7m長辺

2.84mのやや台形を呈した

建物である。カマドは北壁

の西寄りで検出された。袖

部もわずかながら確認でき

る。壁溝は北壁の一部で検

出された。北壁に沿って延

びている溝は仕切り溝の可

能性もある。主柱穴は4基

確認され、柱間間隔は1.7'"'-' 

1. 9mである。出土遺物は

皆無である。所属時期は

SB2より以前である。

SB5 (第17図図版6)

SB5は長辺2.8m東辺2.7 

mのほぼ正方形の建物であ

る。カマドは袖部の粘土は

残存しておらず、焼土と煙

道と思われる張り出しから

北壁の中央やや東寄りとし

た。この周囲からは多くの

遺物が出土している。壁溝

は南壁 1辺と西壁・東壁の

一部まで巡る。主柱穴は4

基確認され、柱間間隅は1.4

'"'-'2. 2mである。その他の

建物より比較的大きな掘り
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第3節宮裏5区

方をもっ。遺物は皆無であるが、所属時期は8世紀末葉である。

SB6 (第17図 図 版7)

SB6は短辺3.4m長辺3.6mの長方形の建物である。カマドは掘り方のみで北壁やや西寄りで検出され

た。壁溝は南辺から西辺、東辺の一部まで巡る。主柱穴は4基確認され、柱間間隔は1.7'"'-' 2 mである。

貼床は厚さ0.04mで全面に貼られていた。その下部には小穴や土坑が検出された。所属時期は8世紀末

葉以前である。

SB8 (第18図 図 版8)

SB8は建物の南東隅の一部を検出したに過ぎず、壁溝は一部巡っている。建物の掘り方内には遺物が

出土している。所属時期は 8世紀末葉'"'-'9世紀初頭である。

SB7 (第18函)

SB7は建物の北西隅の一部を検出したに過ぎず、建物内には3基の土坑が確認されたが、主柱穴である

かは不明で、ある。遺物は皆無である。
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q 

も
ラト

A' 

L=46.0m 。 1 :30 

。 1 :60 

第18図 宮 裏5-1区SB7・8実測図

。 1 :40 L=45.9m 

第四図宮裏5-1区土坑実測図

20 

溝(第14図)

SD207からは須恵器が出土してお

り、所属時期は奈良・平安時代に推

定される。 SDI02はL字に屈曲する

溝であり、遺物は皆無で、あるが、南

東部分は同様に L字に屈曲する

SD207があり、関連があると思われ

る。また、 SD207と平行に延びる

SD210から遺物は出土していない。

SD207の東側は近代の農道があった

ところであり、 SD203・202は農道に

1m 伴う石垣の掘り方の痕跡であった。

SDIOlは近代につくられた防火水槽

に伴うものである。

土坑(第19図)

調査区の中央部には円形土坑が点

在し、その北側には長方形の土坑が

弧状に配置されている。これらの遺

構から遺物は出土していない。その

中でも遺物や礁が含まれるものを提

示する。 SF170は長辺1.25m短辺

0.85mの長方形をした土坑である。

上面には細長い石が設置されていた。

遺物は出土していない。 SF188は径

1. 05mの円形土坑で、ある。土坑底部

2m 

には人頭大の礁が含まれ、ここから

土器片が出土している。

1m 



5-2区(第20図 図 版4)

5-2区は東海道新幹線の線路を挟んで、宮裏31Rと接す

る調査区である。その3区では竪穴建物が多数検出されてい

る。今回は狭い調査区内にもかかわらず、竪穴建物 l棟、

SX40、円形土坑が多数検出された。

SB9 (第21図 霞 版8・9)

SB9は長辺3.3m短辺3.2mのほぼ正方形の建物である。カ

マドは掘り方のみであるが、西壁で検出された。壁溝はカマ

ド部分以外全周する。さらに内側には溝が巡り、ほぽ全周す

る。主柱穴は少なくとも 4基あり、柱間間隔は2.3"-'2.4mで

ある。その内側には四方に巡る溝が巡り、中央部には径1.2m

の円形土坑がある。ピットの数や内側に溝が巡ることから建

物が切り合っている可能性があるが、明確にできなかった。

遺物は比較的多く出土しており、建物内に漫然と投棄されて

いるような状態であった。所属時期は 8世紀後葉"-'8世紀末

葉である。

SB9 

ロ|

B' 

L=44.3m 

第21図富裏5-2区SB9実測図

第血章調査の成果

-X=-132450 

o 1: 200 5m 

第20図宮裏5-2区全体図

El 
。運委37

~~cb 

。
m
 

-1 :30 

。 1: 60 2m 
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第3節宮裏5区

(2) 宮裏5区の出土遺物(第22図 図版28)

lは須恵器坪身である。鹿部はへラ削りが施される。 2"-'5は土師器警である。 2・4はカマド lの

燃焼部内から出土しており、 2は底部に木葉痕が残る。 3は小型の聾である。 4は口縁部が水平に延び、

5は外方へ延び、るタイプである。器壁は薄い。 3'5はカマド 2の袖部から出土している。

SB2出土遺物

6'7は土師器警である。いずれも床面から出土しており、 6は口縁部がやや肥厚する。

SB4出土遺物

床面から出土しており、 8は須恵器摘蓋である。外面にはへラ削りが施される。

SB5出土遺物

9は須恵器箱形杯である。 10・14・16・19はカマド前の床面から集中的に出土しており、長胴警の破

片が多く出土している。 10は須恵器寵片である。 11は駿東型杯である。内面には放射状の暗文がわずか

に観察され、底部外面はへラ削りが施される。外面横方向のミガキは不明である。 12"-'20は土師器歪で

ある。 19・20は口縁部が水平に延び、口径と体部最大径の数値はほぼ等しい。

SB6出土遺物

21"-'23は聾で、 21・22は小型の寵で、ある。 22は内外面とも 2次焼成を受けており、煤が付着する。

SB8出土遺物

24は須恵器摘葦で、天井部はヘラ削りが施される。 25は須恵器有台杯で、底部外面には糸切痕が残り、

その外周にはヘラ削りが施される。 26は須恵器有台坪である。磨耗が激しく調整は不明である。 28は須

恵器無台坪で、底部外面にヘラ削りが施される。 29・30は土師器聾である。 25・26・29が床面から出土

している。

5-2区SB9・SX40出土遺物(第23図 菌版28)

31 "-'33は須恵器摘蓋である。 33は軟質で、焼成不良であろう。 34は平頂蓋である。天井部にはへラ削

りが明瞭に観察される。端部は外方へ延び、る。 35・36は須恵器聾の口縁部である。 37は箱形杯の口縁部

片である。 39は土師器杯である。 41は灰柚陶器の碗で、 SX40から出土している。わずかに内面には柚が

認められる。三日月高台である。 42・43は長胴聾である。 44は台付蓋の脚部である。 45は常滑産の鉢で

あるが、混入品であろう。 46は長胴聾の底部片である。 47は尖根式腸扶三角形鎌で角関である。

5-1区溝・土坑・不明遺構出土遺物(第24図 図版28・29)

S0101 

48"-'56がSD101から出土している。中近世の資料が混在している。 48は志戸呂産の内禿皿である。

49・51"-'53は山茶碗である。 50は灰柚陶器で、長頚壷の底部片である。外面には紬が認められる。 54は

ロクロ成形のかわらけである。 56は江戸時代のすり鉢である。

S0102 

57は小型の双耳杯で、ある。外面には錆柚が掛けられる。 58はすり鉢で、志戸日産であろう。

S0207 

59"-'61は須恵器有台杯の底部片である。 62は須恵器の蓄の破片で転用砥石として再利用されている。

内面と端部には使用痕が観察される。 63は山茶碗で、高台にはモミ痕が認められる。

S0122 

65は須恵器の摘蓋である。

SF1・SFl12・SF170・SF189・SF433・SF174・SF139・SF1l2• SF1l3 

64はかわらけでSF1からの出土である。 66・67は薄手のかわらけである。底部に糸切痕が残る。 SF112

からの出土である。
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第3節宮裏5区

68・69・70はロクロ成形で底部に糸切痕が残る。 71はかわらけである。ロクロ成形で底部に糸切痕が

残る。色調はにぶい櫨色を呈し、 68・69・70と同様の色調を有する。 SF170からの出土である。

72は山茶碗の小皿で、糸切痕が残る。 SF189からの出土である。

73は内黒土器である。内面のみ黒色を呈するが、焼成不良のため調整は不明で、ある。平底で体部と底

部との境は明瞭に屈曲する。 SF433出土である。

74は土師器の小型番で、 75は山茶碗である。内面には重ね焼き痕が残る。 SF174出土である。

76はSF139から出土しており、山茶碗である。

SF112からは銭貨2枚出土しており、 110は寛永通費で111は鉄銭である。

SF113では寛永通賓 l枚と鉄銭5枚の合計6枚出土している。そのうち、 4枚重ね合わされている。

SX154 

77は須恵器広口壷である。 78は土師器の有台箱形杯で、内外面に赤彩が施されるが、ほとんど剥落し

ており、接合痕が観察される。高台はやや外方へのひ、る。 79は須恵器蓋である。

5区包含層出土遺物(第24図図版28・29)

80・81は須恵器摘蓋である。 82は須恵器無台杯である。 83は須恵器有台杯で、中央に糸切痕、周辺部

にへラ削りが残る。 84は須恵器長頚壷の底部片である。外面にヘラ削りが施される。 85・86は須恵器有

台杯である。 87は須恵器無台杯である。底部に糸切痕が残る。 88"'90は内黒土器で、 88・89の内面には

放射状の暗文が施される。平底であるが、やや丸みを帯びる。 90は73と同様の器形で、内面には暗文等

の調整はみられない。 91・92は長胴蓋である。 93"'98は山茶碗である。 99"'109は山茶碗の小皿である。
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第E章調査の成果
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第4節宮裏6区

第4節宮裏6区

(1 )宮裏6区の検出遺構(第25・29図 図版10)

概 要

6区は 6-1区 '6-2区・ 6-3区に細分して調査を行った。 6-1区は官裏3区に接する箇所で

あり、検出された遺構は竪穴建物12棟、古墳2基、土坑である。特に 6-2区と 6-3区の大半は撹乱

が及んで、おり、残存状況は良好ではない。古墳については周辺に高根森古墳群が8基存在していること

から 2基の古墳については高根森9号墳、 10号墳と呼称する。

東海道新幹線の線路より南側の過去の調査例を含めると合計31棟に及ぶ建物が確認されている。これ

らの大半は切り合い関係をもち、宮裏集落の中心であった可能性が高い。その中でも宮裏5-2区と宮

裏3区に建物の集中域、 6-1区に建物の集中域といったようにいくつかのまとまりが認められる。

竪穴建物

SB1 (第26図罰版11)

SB1は北東隅が隅丸であるものの長辺3.7m短辺3.4mの方形の建物である。北壁中央にカマドの掘り

方をもっ。壁溝は北東隅以外はほぼ全周する。建物内にはカマドの東横に楕円形の土坑があり、甫西隅

と北東隅にそれぞれピットが認められる。これらが主柱穴であるかは判然としない。遺物はピットの周

辺と南壁の壁溝カマドの掘り方から少量出土した。所属時期は 8世紀末葉'"'-'9世紀初頭である。

十 十 +x=一132450

I~I 

+X=-132460 

1:60凹O 10白羽

X=-132470 + 

X=.ー132480一十 + 

。 1:300 10m 

ミCU。〉OF 司3 、』 CV0U。〉ID0 3 3 寸1 ・ 令〉CCU令hB 3 戸、、3』a 

~r[ 

X=-132490ー+ + 十

第25図宮裏3・6-1区全体図
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第4節宮裏6区

SB2 (第26図園版11)

SB2は長辺2.5m短辺2.4mのほぼ正方形の建物である。カマドは東躍中央に設置され、掘り方のみの

検出であった。壁溝は認められず、南壁側に主柱穴と思われるピットを確認しており、柱間間隔は1.3m

である。建物中央部には土坑があり、少量の土器が出土している。所属時期は8世紀末葉である。

B 

B 

L=43.6m 

28 
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第27図 宮裏6-1区S86-9・11実測図
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第百章調査の成果

S83.4・5(第26霞 函 版12・13)

3棟の竪穴建物が切り合っており、新旧関係はSB5→SB4→SB3の順序で構築されている。 SB3は東西

2.9mで、カマドは北壁東寄りに設置される建物である。主柱穴は 2基確認され、柱間間隔は 2mである。

カマドの残存状況は良好で、はないが、その手前のピット周辺では多数の土器片が出土した。所属時期は

10世紀前半である。

L=43.5m 

l， 11るfJ)

P30 
6foo 

『そコι吋~

む

B' 

1 7.5YR3/1黒褐色土 8 7.5YR3/2黒褐色土

2 7.5YR3/2黒褐色土 (炭化物含む)

3 7.5YR2/2黒褐色土(炭化物・焼土少) 9 7.5YR2/2黒褐色土

4 7.5YR2/2黒褐色土(炭化物・焼土多)10 7.5YR3/1黒褐色土

5 5YR4/4 にぶい赤褐色土 11 7.5YR3/1黒褐色土

6 7.5YR3/2黒褐色土 (褐色土含む)

7 7.5YR2/2黒褐色土(炭化物・焼土含む)

88 

。 1 :30 1m 

。 1 :60 2m 

第28図 宮裏6-1区8810・12実測図

29 
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第田章調査の成果

SBI0は官裏3豆で検出された建物の未調査部分にあたる。長辺6.2m短辺5.8mの建物で、カマドは

SB12と同様、東壁中央に設置される。壁溝は確認されなかった。主柱穴は 3基検出され、柱間間隔は4.2

""4.8mである。遺物はカマド周囲から出土しているに過ぎない。建物中央には楕円形の土坑がある。

所属時期は 8世紀以降である。

古墳

古墳は 2基確認された。調査区はそのほとんどが撹乱されており、墳丘の残存状況は良好ではなく、

調査前の地形から古墳の存在は窺うことができなかった。 9号墳は石室の基底石のみで、 10号墳は周溝

の検出にとどまった。ただ、この2基の周溝の検出状況から石室の主軸方位は同軸にとっていた可能性

が高い。

高根森9号墳(第30・31図

図版18・19)

9号墳は東側の一部で周

溝を確認したに過ぎず、墳

形・規模ともに不明である。

主体部は横穴式石室で残存

長は4.1m残存幅1.85mで

ある。石室の全長は明確で

はないが、敷石の範囲から

推定すると長さ3.6m幅 l

m前後である。

石室は基底石のみで奥壁

は遺存しておらず、両側壁

も一部しか残悲していな

かった。

石室形態は石室掘り方の

痕跡から無袖式石室と考え

られる。側壁の設置方法は

大半が広口横積みであるが、

左側壁の一部には縦積みが

認められる。

奥壁側の掘り方から1.1

mの位置には肩平な礁があ

り、掘り方には据え付け痕

跡があることから玄室内を

区分する意図があったと推

定される。

開口部付近には須恵器の

翠・高杯、さらに奥側には

平瓶・躍・長頚壷が床面上

で出土し、玉類は石室外で

確認された。

撹乱

1 10YR2/3黒褐色土
(暗褐色土含む)

2 10YR2/3黒褐色土

L=42.0m 。 1 :40 1m 

第30図高根森9号墳展開図

31 
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下

。 1 :40 

第31図高根森9号墳掘り方実測図

調査区外

32 

高根森10号墳(第32図匿版20)

主体部は確認していないものの、周溝を確認したことか

ら10号墳とした。墳形は楕円形を呈し、径6mである。古

墳中央部から須恵器片が出土し、周溝内から遺物は皆無で

ある。

(2) 宮裏6区の出土遺物(第33・34・35図 図版30・31・32)

SB1出土遺物

1"'4がSBl出土である。 lは内黒土器である。 2は土

師器杯で、横方向のミガキが観察される。 3・4は土師器

の聾である。 4は口縁部が水平近くに延びる。色調は灰白

色を呈する。

SB2出土遺物

5"'8がSB2出土である。 5は土師器杯で、口縁部は外

反する。内面に赤彩が、わずかに残る。 6は長胴護の底部

片である。 7.8は長胴蓋である。

SB3出土遺物

9'" 16がSB3出土である。 9は須恵器無台杯である。焼

成は悪く、摩滅している。底部は平坦なため糸切の可能性

もある。 10・11・12は灰紬陶器の皿である。 10は無柚であ

る。口縁部は外反し、高台は三日月高台である。 11は三日

月高台で、内面には紬が発色している。 12は外面にへラ削

りがわずかに残る。 13は内黒土器の杯である。器壁は厚い。
1m 

撹乱

132 
135. I 

138:~ト149
139 

京
凶
桝
属

A' 

1 :80 2m 

第32図 高 根 森10号墳墳丘図
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i 
SDlll 92 

ヒ二国時
SDI08 93 て-τ二Y

第35図宮裏6区出土遺物実測図(3)

SB12 91 

。 1 :4 10c問

は浅黄櫨色を呈する。荒い斜めのハケ調整で、口縁部は短く外方へ延びる。口径と体部最大幅がほぼ同

じである。

SDllト 108・SP2出土遺物

92はSDlll出土で、須恵器長頚壷の頚部片である。 93は須恵器有台杯の底部片である。 94は土師器杯

である。

高根森9号墳出土遺物(第36函図版33)

95は須恵器小型高杯で、ある。浅い碗状の杯部をもち、脚部には l条の沈線が巡る。杯部内面と脚部に

は自然柚が顕著にかかる。全体的に色調はにぶい赤褐色を呈する。 96は須恵器趣である。体部径と口径

はほぼ同じで短く細い頚部をもっ。口縁部下端には l条沈線が巡る。体部中央には 2条の沈線内に櫛描

列点文がみられる。外面底部はヘラ削り後、ナデ調整である。注口は上向きに付けられ、先端部はへラ

切りされている。色調は小型高杯と同様にぶい赤褐色を呈する。口縁部上面には自然粕が顕著にかかる。

97・99は須恵器平瓶である。 97の平瓶は口縁部が欠損している。肩部には自然紬が全体に掛かっている。

体部下半にはへラ剖りが認められる。肩部には稜をもっ。 99は完形の平瓶である。やや直立ぎみに細長

い頚部をもっ。肩部には稜をもち、自然柏は顕著にかかる。体部下半はヘラ削りが認められる。平瓶の

色調は灰白色を呈する。 98は須恵器脚付長頚壷である。外反する細長い頚部がつき、中位には 2条の沈

線が巡る。内面にも l条の沈線がつく。体部は上下2条の沈線開に櫛描列点文が巡る。体部下半は沈線

までヘラ削りが施される。ハ字に開く低い脚部がつく。全体に自然紬が付着し、色調はにぶい赤褐色を

呈する。 100は須恵器警である。球嗣状の体部をもち、短い頚部がつく。体部外面は平行叩き目文、内面

には同心円文がみられる。外面下半には強いナデがみられ、内面下半にも接合痕周辺には強いナデの痕

36 
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高根森9号墳出土遺物実測図

跡が残る。 101"'115はガラス小玉である。 116"'124は丸玉で、色調は褐色・暗褐色・暗緑色などがある

が、すべて蛇紋岩製である。 125・126は勾玉である。メノウ製で色調は透明な褐色を呈し、平滑である。

C字形で片方の面から穿孔されている。

127は耳環である。遺害状況は良好で、色調は金色を呈する。小口面には金属箔を折り曲げた痕跡が残

第36図
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q
d
 

@

⑪

日

10号墳

① 

⑪ 

132 

① 

OD 

131 

第37図

③ 

ω 

130 

5cm 

@ 

⑪ 

129 

1 :2 

@ 

ω 

128 

。

る。

高根森10号墳出土遺物

(第37図図版33)

128"'135が10号墳出土で、玉類は

10号墳周辺から出土している。 128

'" 132はガラス小玉である。径0.3'"

0.4cmである。 133は丸玉で、蛇紋岩



宮裏6区

製である。 134は土製丸玉である。 135は耳環である。色調は銀色を呈する。金属箔の遺存状況は良好で

ないが、細めの銅芯に金属箔を巻きつけている。

包含層出土遺物(第38菌 図 版32)

136，.....， 142が返蓋である。 143は須恵器無台杯である。 144は灰柚陶器の底部片である。 146は須恵器有

台杯である。 147は小型の灰柚陶器の長頚壷である。 148は須恵器番である。 149は須恵器長頚壷の胴部

片である。 150・151は灰軸陶器長頚壷の底部片である。 152は清郷型番である。口縁部は肥厚し、面取り

される。端部は強いナデにより上方へのび、る。 153""'"155は土師器杯である。 156は土師器皿である。 157

，.....， 170は山茶碗である。 171・172は山茶碗の小皿である。 173は石硯である。石材は流紋岩質凝灰岩であ

る。 174は砥石で材質は粗商岩?である。 4面に使用痕が残る。 175は開元通費で、背に上月が鋳られて

いる。 176は判読不明で、ある。

第4節

達~kニご空主当~

/去二十土、行了ト一一上週圃彰
3層 146

、芝生5プ

三ミ￥主主アLよ三三三三~ ~Î 
¥_ I 工三ク

3層 156
7 〈フ

J
U

¥ I てムノ
、一ーとτマミー主f¥二ポヨf¥二1ご二ヌ
モ;Lr:;/、=~~九一ーヒ二2

3層 162
下二づζ ミf

回1
こ 4二子ヒニ主二J

1層 165

、二主;?、三去二二フ

幽2 174 3層一司一一

、ニヰコグ
3層 171

ミよぎ

n
L
 

守

I『¥言よ二プ 10cm 1 :4 。
撹乱 173 

5cm 1 :2 。一命@ 宅診
寓裏6区出土遺物実iJ!tl図(4)第38図

38 



苦海
国

側

重量
附

Xニー132520

X=-132540 

〈

u
I
M問
自
由
{
)

- X=-132510 

A
3
 

8
4

・
r内Jvn

r
 

n
t
n
b
 

/
初
+

nvE 

/
n
o
p
b
 

n
U
 

内
《

u
rr. 

n九

1
 

戸

"υ1
 

F
'
 

n

、。
u
 

〈
川
I
l
M
m叶
D
O

+ 

+ 

〈
日
l
M印
吋
]
(
)

+ 

十

+ 

10m 

+ 

〈

u
l
M
m叫
(
山
口

+ 

〈

H
1
M
m叫
M
O

1 :300 

SP370 

十

+ 

。

十

+ 

〈
川
1
N間
.
宇
品
{
)

+ 

十

+ 

〈

H
I
M
m叫
問
。

見
〉
司
押
湘高根森1区全体図第39函w 

にD



第5節高根森1区

第5節高根森 1区

(1 )高根森1区の検出遺構(第39図 図版20)

概要

高根森 l区で検出された遺構は竪穴建物8棟、掘立柱建物3棟、溝、土坑、小穴である。遺構の時期

は奈良・平安時代、鎌倉時代、江戸時代に分けられる。奈良・平安時代の主な遺構は竪穴建物、鎌倉時

代は掘立柱建物、江戸時代以降は土坑、溝等である。竪穴建物は調査区西半部に集中している。高根森

2区、 3区では竪穴建物は検出されていないことから、 l誌の西半部までが竪穴建物の東限を示すもの

であろう。東半部は掘立柱建物が3棟検出された。

竪穴建物

S81・S88(第40図 図 版21)

SBlは南北4.4mの建物で、ある。カマドは東壁の中央に位置する。遺存状況は良好ではないが、掘り方

内からは多くの遺物が出土した。主柱穴は 2基で、柱間間隔は3.2mで、ある。カマド脇にはピットがあり、

多くの遺物がみられることから貯蔵穴のような性格かもしれない。また、北壁側中央部には張り出しと

ピットがみられることから昇降施設の可能性がある。

SB8は南北3mの建物である。カマドは東壁やや北寄りに設置され、掘り方のみの検出であった。壁

溝、主柱穴は検出できなかった。 SBlの所属時期は 8世紀後半"'8世紀末葉である。 SB8の所属時期は

SBlより新相であろう。

込7

。
野

SB1 型静
『て7ι→一

~ "'1 

。 1 :30 1m 

。 1 :60 2m 

第40図 高 根 森1区SBl・8実測図
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第皿章調査の成果

SF550 (第43図 図 版22)

平面形は楕円形で径 1mで、ある。土坑内中央部に長さO.6mほどの磯がみられる。その周囲には拳大

ほどの擦が含まれる。遺物は出土していない。

SP430 (第43図)

径O.7mの楕円形の小穴内から16世紀後半"-'17世紀の羽付釜が正位の状態で出土した。周辺にはこの

小穴に関連する遺構はみられない。

SP28・SP33(第43図)

径O.55mの小穴内に礁が詰められていた。中央部にはO.4mtまどの疎があり、その周囲に礁が置かれて

いる。その東側2mの位置にはSP33があり、近接した位置に詰め礁のある小穴があるが、その周囲に建

物を構成する小穴がみられないことから掘立柱建物として認定できなかった。遺物は出土していない。

SF1l8 (第43図)

楕円形の土坑で、掘り方の縁の部分に石が積まれており、長方形を呈すると思われる。その内部には

礁はほとんど含まれない。遺物がないため根拠は薄いが、中近世基の可能性がある。

溝(第44図)

l区ではSD1"-'SD8の溝がある。このうち大半が覆土内に近世陶磁器を含むものであり、南北方向と

東西方向を示す溝は土地の区画を示すものであろう。 SXlのみが古墳時代後期と推定され、古墳の可能

性もある。ここでは溝の底面から礁が検出されたSD卜 7について解説する。
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第5節高根森 l区

SDl (第44図)

調査区の中央部にあり、主軸は西に傾く方向に延びている。長さ8.5m幅1.2'" 1. 3mで上面に拳大の礁

が含まれる。この覆土内から近世陶磁器が出土している。周辺からこの軸と平行に延びる溝は確認され

ない。

SD7 (第44図)

調査区の南西部にあり、やや蛇行しながら北西から南東方向に延び、SD1と同軸を向く。残存長 6m幅

0.8mで底部に拳大ほどの礁が敷き詰められていた。覆土から近世陶磁器が出土している。

(2) 高根森 1区の出土遺物(第45・46図 図版34)

竪穴建物出土遺物

Iは須恵器の有台坪である。 2は土師器の小型警である。 3'5は聾の底部で、 4'6・9・10は土

師器の聾である。 4.8は平底の鍋であると思われる。

9はカマド周辺で出土しており、土師器長胴警である。短い頚部が外方へ延び、る。

10は土師器長胴聾である。やや水平に口縁部が外方へ延びる。

溝出土遺物

11"'14・17・18は山茶碗である。 15はこね鉢で、高台がつく。 16は土錘である。短く太い形状で、重

さは57gである。 19は碗で、内面に 3箇所のトチン

跡が残り、細かい貫入が入る。高台は削り出し高台

である。 20は大型の碗で、内面にトチン跡が残り、

高台は削り出し高台である。 21は天目茶碗である。

錆紬が掛けられる。 22・24は志戸呂産の天目茶碗で

ある。 25は山茶碗である。

不明遺構出土遺物

26・27は須恵器高坪の脚部である。 28は須恵器短

頚壷である。外面はヘラ削りで、内面には自然柚が

付着する。 29は卸皿である。古瀬戸後IV期新段階併

行である。 30は灰柚陶器の碗で、内面は刷毛塗りで

ある。 K14併行であろう。 31は山茶碗の碗である。

32は磨耗しているが、須恵器有台杯である。

土坑出土遺物

33は砥石で、材質は流紋岩質凝灰岩である。 34は

かわらけで、糸切痕が残る。 35は志戸日産の仏銅器

で、古瀬戸後W期新段階併行である。 36・38は貿易

陶磁の染付碗である。 37は古瀬戸後IV期新段階の腰

折皿である。 39は志戸呂産の内禿皿である。

40は須恵器平瓶の口縁部である。 41はロクロ成形

のかわらけである。 42は志戸日産のすり鉢である。

流路出土遺物

43は猪口で、底部を浅く削り、碁笥底に仕上げて

いる。 44は山茶碗である。 45は皿で、高台は削り出

し高台である。 46は志戸呂産の碗である。 47は山茶

44 
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第5節高根森l区

碗の小皿である。

小穴出土遺物

48は卸皿で古瀬戸である。 49は灰柚陶器の碗で、 50は灰柚陶器の底部片である。 51は常滑産の聾であ

る。

52は土錘で、 53は陶錘である。 54は須恵器長頚壷の底部片である。外面は左田転のへラ削りが施され

る。 55"-'57は灰柚陶器である。 55は漬け掛けで、内面に重ね焼き痕跡が残る。端部は外反する。 053併行

であろう。 56は内面に使用痕が明瞭に残る。 59はかわらけで、江戸時代以降のものであろう。 58・60は

山茶碗で、 61・62は山茶碗の小皿で、ある。 63は志戸呂産の丸皿で、大窯W期併行である。 64は志戸目産

の丸皿である。削り出し高台である。 65は志戸日産の仏銅器で、古瀬戸後W期新段階併行である。 66・

67・68は志戸呂産の香炉である。 69は志戸日産の大型香炉である。 70は羽付釜で、底部には 3足がつく。

71は内耳鍋で、外面には煤が付着する。 72は砥石で、材質は淡黄褐色細粒凝灰質砂岩である。 73は万子

で、不均等な撫闘をもっ。 74は文久永費で、 75は寛永通費である。
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調査の成果第E章

高根森2区

(1 ) 高根森2窓の検出遺構(第47図

概要

高根森2区は今回の調査において最も東に位置し、色尾段丘の先端部にあたる。この調査区では掘立

柱建物17棟、土坑、小穴、溝が確認された。小穴は多数検出され、今回、想定した掘立柱建物以外にも、

柱痕のあるものなどがあり、さらに掘立柱建物が想定される。竪穴建物は検出できなかった。隣接する

建物群には規模や建物方向に共通性がみられ、一定の規格に基づき配置されている。これらの所属時期

は小穴から遺物が出土していないため明確でらはないが、そのほとんどが鎌倉時代~江戸時代にいたる建

物と考えられる。今回検出された掘立柱建物の柱穴内から遺物が皆無なため、時期を特定することは圏
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第皿章調査の成果

SH1 (第48図 図 版24)

SHlは3x3聞の側柱建物で、面積は32.2ばである。梁行4.6m、桁行7mで、柱間間隔は梁行1.6m・

1.4m、括行2.1m・2.2m・2.7mである。棟方位はN-8r-Eである。

SH2 (第48図 図 版24)

SH2は2x2間の側柱建物で、面積は14.7凶である。梁行3.2m、桁行4.6mで、柱間間隔は梁行1.6m、

桁行2.1m'2. 5mである。棟方位はN-760-Eである。

SH3 (第49盟 国 版25)

SH3は2x3聞の側柱建物で、面積は16.2mである。梁行3.3m、府行4.9mで、柱間間隔は梁行1.5m' 

1.8m、桁行1.5m . 1. 7mで、ある。棟方位はN-150-Wである。

SH4 (第49図図版25)

SH4は2x2聞の側柱建物で、面積は12.6ばである。梁行3m、桁行4.2mで、柱間間隔は梁行1.5m、

桁行1.9m・2.3mである。棟方位はN-170-Wである。 SF450の長楕円形の土坑には焼土が検出されてい

る。

SH5 (第49図図版25)

SH5は2x3間の側柱建物で、面積は19.1mである。梁行3.9m、桁行4.9mで、柱間間隔は梁行1.6m

2.3m、桁行1.6m'1. 7mである。棟方位はN-160-Wである。 SH3・4と岡一方位をとることから同時期

の可能性が高い。

SH6 (第49函図版25)

SH6は2x3閣の側柱建物で、面積は15.7mである。梁行3.2m、桁行4.9mで、柱間間隔は梁行1.6m、

桁行1.4m・2.1mである。棟方位はN-150-Wである。

SH7 (第48図)

SH7は1x 2聞の側柱建物で、面積は8.3mである。梁行2.3m、桁行3.6mで、柱間間隔は桁行1.9m・

1. 7m、梁行2.3mで、ある。棟方位はN-20-Eである。

SH8 (第50図)

SH8は2x3聞の側柱建物で、面積13.5mである。梁行2.5m、桁行5.4mで、柱間間隔は梁行1.2m' 

1. 3m、桁行1.7m' 2mでおある。棟方位はN-30-Eである。

SH9 (第引図)

SH9は2x3間の側柱建物で、面積24.2mである。梁行3.9m、桁行6.2mで、柱間間隔は梁行1.8m・

2. 1m、桁行1.8m' 2 m . 2. 4mで、ある。棟方位はN-780
- Eである。

SH10 (第51図)

SHI0は2x4聞の側柱建物で、面積28.7mである。梁行3.5m、桁行8.2mで、柱間間隔は梁行1.8m、

桁行1.7m' 2m・2.1m'2.4mである。 SP1358で柱痕を確認した。掠方位はN-780
- Eである。

SHll (第50図)

SHllは 1x 2聞の側柱建物で面積は8.5mである。梁行2.5m、桁行3.4mで、柱間間隔は梁行2.5m、

桁行1.6m • 1. 8mで、ある。棟方位はN-30-Wである。

SH12 (第50図)

SH12は2x3間の総柱建物で、面積21.6mである。梁行4m、桁行5.4mで、柱間関隔は梁行1.8m・

2.2m、キ行行1.6m . 1. 9mである。棟方位はN-50-Wである。

SH13 (第51図)

SH13は1x 3間の側柱建物で、面積23.4mである。梁行4.1m、桁行5.7mで、柱間間隔は梁行2m・

2. 1m、桁行1.6m . 1. 7m . 2. 4mで、ある。 SP1137には柱痕が確認された。棟方位はN-730-Eである。
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第田章調査の成果

(2) 高根森2区の出土遺物(第54図 図版35)

1"'3はSD1から出土しており、山茶碗である。 4はSD2からの出土で、瀬戸・美濃産で見込み部に菊

花文を有する。

5・6は須恵器小型壷で同一個体である。短い頚部がつき、口縁部は外反する。 SP33からの出土であ

る。

7"'9は山茶碗の小皿である。 10は山茶碗である。 11は乳白色を呈したかわらけである。 14は須恵器

返蓋である。

15は石錘で、 4辺に縄掛部が認められる。いずれも剥離によるもので、材質は黒色砂質粘板岩である。

SF75からの出土である。 16は寛永通費で、 17・18は天聖元賓である。 16・17はSP177からの出土である。

19はSP39から出土している樟秤の銅錘である。胴部には11条の溝が刻まれ、上部には稜がつく。その

上部には紐状の突起がつく。重さは35.386g (処理後)である。 16世紀代と推定される。

21は三筋壷の肩部片で、 22"'25は山茶碗である。 SX1出土である。

26は瀬戸・美濃大窯2段階の丸皿である。 27は志野皿である。 28は古瀬戸後N期新段階併行の志戸日

産の天目茶碗である。 29は志戸日産の大型香炉で、肩平な足が4箇所っき、底部は糸切痕が残る。 30は

志戸呂産の鉢で、口縁部は内傾し、端部はやや肥厚する。紬は白濁紬が掛けられる。 31は志戸呂産の茶

碗で、紬は白濁紬が掛けられる。 32は砥石である。磨面は 2面認められる。材質は粗面岩で、この石材

は安倍川流域で多く採取されるものである。これらは高根森2-2区で検出された小穴である。

33は須恵器の長頚壷の胴部で、沈線が2条巡る。 34は志戸目産の内禿皿で、柚は白濁柚が掛けられる。

35は志戸呂産の小杯で、口縁部は外反する。鉄紬が掛けられる。 SD6出土である。

36は志戸日産の内禿血で、紬は漬け掛けである。 37は瀬戸・美濃産大窯2段階の小皿である。 38は志

戸呂産の内禿皿で、断面三角形の高台がつく。錆紬で漬け掛けされており、内面は露胎である。

40"'42は山茶碗の小皿である。 43"'47は山茶碗である。 SX2出土である。

48は土師器の高杯で、脚部は6角形に面取りされる。端部は外方へ広がる。 49は志戸呂産の丸碗であ

る。 50は志戸呂産の丸皿で、断面三角形の高台がつく。 51は山茶碗である。 52は龍泉窯系青磁碗の底部

片で、紬はにぶい黄色を呈する。底部の器厚は厚く、高台は削り出している。 53は山茶碗で、 54"'56は

山茶碗の小皿である。 57はロクロ成形のかわらけで、底部に糸切痕が残る。 58"'61は山茶碗の小皿であ

る。

62は小万で、 SX1からの出土である。長さ22.6cm・刃部長19.8cm・幅2.4cm・棟厚さ0.9cmである。切先

はわずかにまるみを帯びる。不均等な撫関で、目釘孔が確認される。

63は敵石で、側縁部に敵打痕が残る。材質は細粒砂岩である。 64は長方形状をした磨石で、 3面に磨

面が認められる。暗灰色硬質中粒砂岩である。
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第7節高根癖3E
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第7節 高 根 森3区

る。 17はすり鉢で、 10本単位のすり目をもっ。口縁部は1.8cmの幅で、外方へ屈曲し、端部は丸く仕上がる。

外面は胸部中位にへラ削りが残る。 18は香炉で、口縁部は直立し、肩平な3足がつく。底部外面は糸切

後、ヘラ削りが施される。 19は皿で、内外面に白濁柚が掛かる。 20・21は常滑産の聾の口縁部である。
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第III挙調査の成果
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第百1掌 調三三の成果
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第田章調査の成果

報告書 報告書
調査区

遺構名
種別 細別 残存率

法 量
色調 備 考

番号 図版番号 層位 底径(cm) 器高(cm) 口径(cm)

54-13 35 高根森2-1区 SP258 山茶碗 小皿 完形 4.0 
1. 8~ 

8.0 オリープ灰色 2.5GY5/1 糸切痕
1.9 

54-14 高根森2-2区 SP346 須恵器 返蓋 口縁部25 2.6 (8.4) 灰色 5Y6/1 最大径(10.6)叩

54-20 高根森 2-2区 SXl 山茶碗 碗 底部25 (7.8) 3.5 灰色 7.5Y6/1 糸切痕

54-21 両根森 2-2区 SXl 陶器 蜜 肩部 灰オリ ブ色 5Y6/2 一筋壷

54-22 高根森 2-2区 SXl 山茶碗 碗 底部100 6.8 2.5 灰色 10Y6/1 糸切痕

54-23 高根森2-2区 SXl 山茶碗 碗 底部60 (6.0) 1.4 灰色 5Y6/1 糸切痕

54-24 両根森2-2区 SXl 山茶碗 碗 底部100 7.1 1.7 灰色 7.5Y6/1 糸切痕

54-25 高根森2-2区 SXl 山茶碗 碗 底部25 (7.0) 1.7 灰黄色 2.5Y6/2 糸切痕

54-26 35 両根森2 2区 SP1057 陶器 丸皿 日縁部50 6.0 2.1 (10.8) 灰白色 7.5Y7/2 瀬戸・美濃大窯2段階

54-27 高根森2-2区 SPll05 陶器 皿 底部50 (6.8) 1.9 灰白色 2.5Y8/2 志野

54-28 35 高根森2-2区 SP1146 陶器 天目茶碗 口縁部90 4.4 6.2 11. 6 黒褐色 7.5YR3/2
志戸呂古瀬戸後N
期新段階併行

54-29 高根森 2-2区 SP1l24 近世陶器 大型香炉 ロ縁部50 8. 2~8. 5 15.6 階赤褐色 5YR3/3 志p呂

54-30 両根森 2-2区 SP1l24 近世陶器 鉢 口縁部10 5.7 (14.0) 灰黄色 2.5Y7/2 志p呂

54-31 荷根森2-2区 SP1214 近世陶器 小碗 口縁部75 4.6 4. 8~4. 9 9.5 灰白色 2.5Y8/2 志戸邑

54-33 高根森2-2区 SD6 須恵器 長頚壷 胴部30 9.1 にふ、い黄燈色1OYR7/2 体部最大径(16.8)四

54-34 両根森2-2区 SD6 近世陶器 内禿皿 口縁部30 (5.2) 2.0 (9.5) にぶい赤褐色 5YR5/3 志F呂

5←35 高根森2-2区 SD6 近世陶器 小杯 完形 4.8 3.3 8.3 明赤褐色 5YR5/6 志戸呂

54-36 35 高根森2-2区 SP1650 近世陶器 内禿皿 底部50 (5.4) 2.7 (12.0) にぶい赤褐色 2.5YR5/4 志戸呂

54-37 35 高根森2-2区 SP1650 陶器 小血 口縁部50 (5.2) 1.2 (7.5) オリ プ黄色 5Y6/3 瀬戸・美濃大窯2段階

54-38 高根森 2-2区 SP1380 近世陶器 内禿血 口縁部25 (5.0) 3.1 (10.8) にぷい褐色 7.5YR5/4
志戸呂

紬:にぷい赤褐色 2.5YR4j3

54-39 35 両根森2-2区 SPI271 近世陶器 小碗 口縁部75 9.9 5. 0~5. 2 5.0 灰黄色 2.5Y7/2 志戸呂

54-40 35 高根森2-1区 SX2 山茶碗 小皿 口縁部20 底部100 4.1 2.1 (8.2) 灰色 N5/0 糸切痕

54-41 35 高根森2-11Z SX2 山茶碗 小皿 口縁部12 底部75 (3.8) 2.2 (7.8) 黄灰色 2.5Y6/1 糸切痕

54叩 42 両根森2ーl区 SX2 山茶碗 小胆 底部5日 (5.0) 1.9 (8.5) 灰色 N5/0 糸切痕

54-43 高根森2ーl区 SX2 山茶碗 碗 底部8 (6.8) 3.5 灰色 7.5Y5/1
54山 44 両根森2-1区 SX2 山茶碗 碗 底部40 (6.8) 2.7 灰色 N5/0
54-45 高根森2-1区 SX2 山茶碗 碗 底部20 (6.3) 2.3 黄灰色 2.5Y6/1
54-46 品根森2-1区 SX2 山茶碗 碗 底部自 (6.6) 2.0 黄灰色 2.5Y6/1 糸切後ナデ

54-47 両根森2ーllZ SX2 山茶碗 碗 底部25 (6.0) 1.7 にぶい褐色 7.5YR5/4 糸切痕スノコ痕

54-48 高根森2-1区 Z層 土師器 高士不 脚部 にぶい檀色 7.5YR7/4
54-49 品根森2-1区 2層 近世陶器 丸疏 口縁部50 4.9 7.7 (10.5) 暗褐色1OYR3/3 志F呂

54-50 高根森2-1区 2層 近世陶器 丸皿 口縁部30 5.0 3.0 (10.6) にぶい赤褐色 5YR5/3 志戸邑

54-51 両根森2ーl区 2層 山茶碗 碗 底部90 6.2 1.4 にぶい褐色 7.5YR5/3

54-52 高根森2-1区 表採 青磁 碗 底部50 (5.6) 2.1 にぶい黄色 2.5Y6/3
龍泉窯系

外底面:灰白色 2.5Y7/1 
54-53 両根森2…l区 2層 山茶碗 碗 底部30 (6.8) 2.6 灰色 5Y6/1 糸切痕

54-54 高根森2ーl区 2層 山茶碗 小皿 完形 3.8 2.6 7.7 灰色 5Y6/1 糸切痕

54-55 高根森 2-1区 2層 山茶碗 小皿 ロ縁部75 4.3 1. 65 (7.8) 灰白色 2.5Y8/2
54-56 高根森2-1区 2層 山茶碗 小皿 口縁部50 (3.6) 1.6 (7.8) 灰黄色 2.5Y7 /2 糸切痕

54-57 員根森2-1区 2層 土師器 かわらけ 底部70 5.2 2.1 (4.4) 灰白色 IOYR8/2 糸切痕

54-58 高根森2-1区 2層 山茶碗 小皿 完形 4.4 1. 7~2.1 8.0 暗灰黄色 2.5Y5/2
径O目 5醐以下の白色
砂粒を含む糸切痕

54-59 両根森2-11Z 2層 山茶碗 小阻 口縁部90 4.3 2.2 8.1 黄灰色 2.5Y6/1 糸切痕

54-60 高根森2ーl区 2層 山茶碗 小血 ロ縁部50 4.4 1.9 (7.4) 灰黄色 2.5Y7/2 
54-61 晶根森2…l区 2層 山茶碗 小皿 完形 4.9 1.7 8.0 賞灰色 2.5Y6/1 糸切痕

56-1 高根森3区 SXl 近世陶器 蓋 口縁部70 1.45 4.8 灰白色 2.5Y8/2
つまみ径1.75叩

糸切痕

56-2 両根森 3区 SDl 山茶碗 小皿 100 4.05 1.8 7.0 浅黄撹色 7.5YR8/4
56-3 高根森3区 SDl 山茶碗 腕 底部50 (7.15) 1.9 灰色 N6/0 重焼痕

56-4 高根森3区 SDl 陶器 天目茶碗 口縁部16 5.2 (10.9) 紬:にぶい褐色 7.5YR5/4 志戸呂

56-5 高根森3区 SDl 近世陶器 鉢 底部50 (10.6) 4.65 
露胎:後色 5YR6/6

庸津
柏:階褐色 7.5Y3/3

56-6 高根森3区 SDl 近世陶器 茶碗 底部70 4.65 2.8 
露胎・にぷい桜色1.5Y附/4

志戸呂
紬:浅黄色 5Y7/3

56-7 高根森 3区 SDl 近世陶器 香炉 底部30 (10.2) 2.7 
露胎:にぷい黄褐色lOYR5月

志戸呂
紬暗オリープ色 5Y4/3

56-8 高根森3区 SDl 近世陶器 鉢 底部25 (10.4) 5.2 にぶい赤褐色 5YR5/4 外底面に煤付着

56-9 高根森3区 SDl 近世陶器 墾 日縁部
露胎'によい赤褐色5YR5β

常滑
紬:灰白色 2.5Y7/1 

56-10 高根森3区 SDl 近世陶器 片口 ロ縁部25 8.8 11. 7 
露胎:にぷい褐色1.5YR5/3

志戸臼
外紬.にぷい黄色 2.5Y6/3

56-11 高根森 3区 SDl 近世陶器 すり鉢 底部8 (9.4) 10.5 
露胎:にぷい褐色1.5YR5β

志戸呂
粕:灰褐色 5YR4/2

56-12 員根森3区 撹乱 山茶碗 小皿 口縁部16 底部25 (5.5) 1.8 (7.6) 灰黄色 2.5Y7/2 

56-13 高根森3区 1層 近世陶器 碗 底部100 4.6 2.55 
露胎:灰白色 N7/0

志戸呂
粕:陪オワープ色7.5Y4/3

56-14 高根森3区 2層 近世陶器 丸碗 底部20 (4.1) 3.7 
露胎:にぷい褐色1.5Y防/3

志戸呂
粕:オリープ黄色 5Y6/3

56-15 高根森 3区 l層 近世陶器 叢 口縁部25 2.6 (8.4) 露胎'灰黄褐色 10YR6/2 最大径(11.4)叩

紬:灰オリープ色7.5Y5/3 つまみ径(4.9)cm

(16.2) 
56-16 高根森3区 2層 近世陶器 片口 底部25 内径 1.5 にぶい撹色 7目 5YR6/4 志戸呂

(11. 1) 

56-17 両根森3区 l層 近世陶器 すり鉢 口縁部5 底部30 (12.2) 13.3 (32.6) 褐色 7.5YR4/6 志F昌

56“18 高根森3区 l層 近世陶器 香炉 ロ縁部6 底部50 4.7 (10.9) 露胎.にぷい褐色1.5YR5/3 糸切痕志戸呂

56-19 高根森3区 2層 近世陶器 皿 底部25 (7.4) 2.9 
露胎:にぷい褐色7.5YR5/4

糸切痕
粕:灰白色 5Y7/2

56-20 両根森3区 撹乱 近世陶器 翠 口縁部9 6.2 (27.6) 褐色 7.5YR4/3 常滑

56-21 高根森3区 2層 近世陶器 蜜 口縁部
露胎:にぷい褐色 7.5YR5/4

常滑
紬:にぶい赤褐色 5YR4/3
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表Q 石器程E察表

表10 .3.続協幸男表

議11 土製品観察表

義 金属製品観額表
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表"~3 銭貨鏡察表

第ill震調査の成果
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第IV章結 三五
日口

この島田・吉田線緊急地方道路改築に伴う埋蔵文化財発掘調査は平成10年度から 7年にわたり、現地

調査や資料整理作業を実施してきた。その問、中原・宮裏遺跡は平成13年度に報告書を刊行しており、

今回の宮裏II遺跡・高根森古墳群・高根森遺跡は、平成15年度から 2年にわたる調査と 9ヶ月の資料整

理作業を経て、ここに当事業の埋蔵文化財発掘調査が完了したことになる。

その調査成果は多岐にわたるが、ここでは今回の成果を簡単にまとめ、牧ノ原台地東縁部の遺跡群の

様相を総合して、総括としたい。

旧石器・縄文時代 前回の宮裏遺跡においては「切出ナイフ」と呼ばれるナイフ形石器が表採されて

いるが、今回の調査においてナイフ形石器は出土しなかった。しかし、頁岩あるいは粘板岩の石材が確

認されており、色尾段丘における旧石器時代の遺跡が存在することを窺わせる。

縄文時代の遺構は土坑のみであったが、縄文土器が出土していないため、時期については不明である。

ただし、高根森地区において磨石・石錘・叩石などの石器類が出土していることから、色尾段丘先端部

において縄文時代の遺跡が広がっていると考えられる。

古墳時代終末期 古墳時代の遺構は竪穴建物 l棟、古墳2基が検出された。前回、調査された官裏3

区においては8世紀以降の集落が展開しており、 7世紀代の集落は見つかっていないため、古墳時代の

集落の東限は宮裏5区のあたりであろう。それより以東は高根森古墳群が分布しており、古墳群と集落

が混在した状況はみられない。中原遺跡・宮裏遺跡の7世紀代の集落は密集している様子はなく、散発

的に数棟単位で営まれた小規模な集落と考えられる。竪穴建物は 5m規模を有し、奈良・平安時代の建

物よりやや大型である。カマドの残存状況にもよるが、この時期のカマドには構築材として土器や石材

を埋設する様子は窺えない。

高根森古墳群は今回の調査で2基の古墳が確認され、少なくとも11基で構成される古墳群であること

が判明した。そのうち 6号墳は江戸時代に破壊を受けているものの、 2.8・9・10号墳が調査された

ことになる。 2号墳は擬似両袖式石室の可能性が高く、組合式箱形石棺を内包していたとされ、さらに、

鏡・金銅装馬具・頭椎大刀・単龍環頭大万など豊富な副葬品が出土している。

今回、調査された 2基の古墳の残存状況は良好で、はなく、石室は基底石のみと周溝の検出であったが、

9号墳からは須恵器6点、玉類、耳環が出土している。須恵器は関口部付近で出土しており、築造時期

は7世紀中葉と考えられる。脚付長頚壷・小型高坪・聴の色調は赤褐色を呈し、自然紬が全面に掛かっ

ているのが特徴で、胎土も明らかに湖西窯の製品とは異なる。色尾段丘の南側の丘陵には向山窯や近年、

第二東名関連の調査で須恵器窯の発見が相次いで、いることから在地窯による製品の可能性を指摘してお

奈良時代後葉~平安時代 今回の調査で大多数の竪穴建物の中心を占めるのは奈良時代後葉から平安

時代で31棟検出している。前回の報告でも指摘されているように、この牧ノ原台地東縁部は古代遠江国

榛原郡に属し、騨家郷の範囲に合まれる地域である。特に式内社の敬満神社周辺では島田市教育委員会

の調査により、宮上遺跡の竪穴建物から「騨」と記された墨書土器、青木原遺跡3号建物では円面硯が

出土し、この周辺に初倉騨家あるいはその関連する集落が展開していると認識されている。さらに宮上

遺跡では螺髪・釘・瓦の出土や整然と配置された平安期の掘立柱建物が検出されている。このことから

も仏堂が存在した可能性がある。

これらの成果をもとに牧ノ原台地東縁部の集落の様相を概観すると、敬満神社周辺では7世紀後葉~

8世紀前半の集落が展開し、その南側の台地上に位置する前回調査された中原遺跡では8世紀"'9世紀
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写真図版



図版 1

1 .宮裏4区垂直写真

2. 宮裏4区全景(南より)



図版2

1 .宮裏4区S81
床面検出状況(南より)

2.宮裏4区S81
力マド内遺物出土状況

(南より)

3. 宮裏4区S82
完掘状況(南より)



1 .宮裏4区SB2
力マド内遺物出土状況

(北より)

2. 宮裏4区SHl
完掘状況(北西より)

3. 宮裏4区SF306
検出状況(南西より)

図版3
』
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図版4

1.宮裏5区垂直写真

2. 宮裏5区全景(南東より)



図版5

， .宮裏5区SBl完掘状況(南より)

2. 宮裏5区SB2・3完掘状況(南より)



図版6

1 .宮裏5区SB5床面検出状況(南東より)

2. 富裏5区SB5完掘状況(南より)
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図版7

1 .宮裏5区SB6床面検出状況(西より)

官'
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2. 宮裏5区SB6完掘状況(南より)



図版8

， .宮裏5区SB8完掘状況(北東より)
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2. 宮裏5区SB9床面検出状況(東より)



図版9

1 .宮裏5区SB9完掘状況(西より)

2. 宮裏5区SF188検出状況(北より)



図版10



図版11

1 .宮裏6区SBl・2完掘状況(北より)

2.宮裏6区SBl完掘状況(北より)



図版12

l 宮裏6区SB3完掘状況(南より)

2.宮裏6区SB4完掘状況(南より)



図版13

1 .宮裏6区SB5完掘状況(西より)

2. 宮裏6区SB6遺物出土状況(東より)



図版14

1 .宮裏6区SB6遺物出土状況(北より)

2. 宮裏6区S87完掘状況(西より)



図版15

l.宮裏6区889完掘状況(西より)

2. 宮裏6区8811完掘状況(西より)



図版16

1 .宮裏6区5812遺物出土状況(北より)

2. 宮裏6区5812力マド内遺物出土状況(西より)



図版17

2 宮裏6区S810完掘状況(北より)



図版18

1 .高根森9号墳垂直写真

2. 高根森9号墳石室検出状況(南より)



1 .高根森9号墳須恵器腿・
長頚壷出土状況(東より)

2. 高根森9号墳須恵器高杯・
聾出土状況(東より)

3. 高根森9号墳須恵器
輩出土状況(南より)

図版19



図版20

1.高根森10号墳完掘状況(北より)

2. 高根森 1区全景(北西より)



1 .高根森 1区SB4・5
完掘状況(東より)

2.高根森 1区SB6・7
完掘状況(北より)

3. 高根森 1区SB8
力マド完掘状況(東より)

図版21



図版22

1 .高根森 1区SHl

完掘状況(北より)

2.高根森 1区SH2

完掘状況(北より)

3.高根森 1区SF550
検出状況(西より)



図版23

1 .高根森2-1区全景(南西より)
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図版24

1 .高根森2区SHl
完掘状況(北より)

2.高根森2区SHl・2
完掘状況(南東より)

3. 高根森2区SH2
完掘状況(北西より)



1 .高根森2区SH4・5
完掘状況(北より)

2.高根森2区SH3
完掘状況(北より)

3. 高根森2区SH6
完掘状況(北より)

図版25



図版26

1 .高根森3区垂直写真

2. 高根森3区炭窯完掘状況(南西より)
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図版28
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図版29
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宮裏5区



図版30
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宮裏6区



図版32
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図版33
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高根森古墳群



図版34
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図版34
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図版36
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1 .石製品集合写真

2.金属製品集合写真
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西暦2006年3月10日

しょ ざい ち コード 北緯 東経
調査期間

調査面積
調査原因所在地 市町村 遺跡番号 。， " 。， " 凶

世界澱地系
しずおかけん 34度 138度 20030901'" 
静岡県

48分 12分 20040331 
しまだし 39秒 52秒
島田市 22209 

臼本測地系
2420rri 

さかもとあざみやうら

34度 138度 20040401'" 阪本字宮裏
48分 13分 20050228 
27秒 3秒

ーー・・・ー・・---------開--・・・ーー・・・・・--幽幽且ーー ーーーーー『開閉戸開明- --幽・ーー・----------回開骨骨明開-ーー---ーーーー
世界測地系

しずおかけん 34度 138度 20030901'" 平成15・16年
静岡県

48分 13分 20040331 度(主)島田吉
しまだし 33秒 3秒 回線緊急地方
島田市 22209 

日本測地系
2843rri 

道路改築に伴
さかもとあざいろお

34度 138度 20040401'" う埋蔵文化財
阪本字色尾

48分 13分 20050228 発掘調査

21秒 14秒
-・・・・・・・----------暢・---------------国国・・・ a ・-幽幽幽幽

世界測地系
しずおかけん 34度 138度
静岡県

48分 13分
しまだし 35秒 I秒 20040401'" 
島田市 22209 138 

日本測地系 20050228 
360rri 

さかもとあざいろお

34度 138度阪本字色尾
48分 13分
23秒 12秒

種 別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

古墳時代終末期 竪穴建物23・
須恵器・土師器・灰紬陶器・

10世紀後半まで竪
集落

~平安時代 掘立柱建物
内黒土器・鉄鍛I・鎌 1・

穴建物が併容する
紡錘車l

集落 鎌倉時代 土坑 山茶碗・小血

墓地 江戸時代 土坑墓
近世陶器・かわらけ・銭貨15・
硯 l・砥石 l

-・-----幽幽--幽岨幽幽 .峰崎・ー・ー・------------------帽・・・----------圃.“国』ーーーーー ーーー.ー・--再・._-同・ー・---------------------------・・・・・・・-------開田腎鴨開鴨再開

墓地 古墳時代 横穴式石室墳2基
須恵器6・耳環2・匂玉2・
土玉 1.ガラス小玉20・丸玉10

-・・・・・・・----同・・-------ーーーーーーーー--------帽田恒・・・---- ーー---ーーーーーーーーーーーーーーーーーー
集落 縄文時代 土坑 石錘 I・敵石 1・磨石 I

集落
奈良時代~ 竪穴建物8・ 須恵器・土師器・灰紬陶器・
平安時代 掘立柱建物 土錘2・陶錘 l

鎌倉時代~
山茶碗・貿易陶磁3・土師質鍋・

樟秤の銅錘が出土
集落

戦闘時代
掘立柱建物・土坑 古瀬戸製品・小万 I・録 1・

銭貨3

集落・墓地 江戸時代 土坑墓・掘立柱建物 近世陶器・かわらけ・砥石3・
銭貨2

宮暴 E遺跡奈良時代後半~江戸時代にいたる遺跡。竪穴建物は23棟検出。 10世紀後半まで竪穴建物が継
続する。

菌根森古墳群横穴式石室墳2基検出。 7世紀中葉の築造。

高根森遺跡縄文時代~江戸時代にいたる遺跡。奈良時代~平安時代の竪穴建物8棟検出。中世では掘立
柱建物・土坑を検出。東遠系山茶碗類が出土。 16世紀代の銅錘が出土。江戸時代の屋敷地と
墓地を確認。志戸呂産の陶器、かわらけ、銭貨が出土。
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